
112

　第
二
十
三
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
は
、
令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
冊
子
は
当

日
の
発
表
内
容
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
収
録
し
た
も
の
で
す
。
本
年
の
研
究
発
表
は
昨
年
同
様W

eb

サ
ー
ビ
スZoom

を
用

い
た
リ
モ
ー
ト
会
議
を
使
用
し
て
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
従
来
通
り
の
対
面
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
安
倍
晋
三
元

首
相
殺
害
事
件
に
端
を
発
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
、
旧
統
一
教
会
を
中
心
と
し
た
「
破
壊
的
カ
ル
ト
教
団
」
を
め
ぐ
る
問
題
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
楠
山
泰
道
氏
（
神
奈
川
県
大
明
寺
住
職
・
脱
カ
ル
ト
協
会
顧
問
）・
櫻
井
義
秀
氏
（
北
海
道
大
学
大
学
院
教

授
・
脱
カ
ル
ト
協
会
顧
問
・
現
宗
研
特
別
研
究
員
）・
服
部
功
志
氏
（
神
奈
川
県
常
立
寺
修
徒
・
弁
護
士
）・
水
谷
進
良
氏
（
大
阪
府
新
福

寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）
の
四
名
に
お
願
い
し
、
赤
堀
正
明
氏
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
・
現
宗
研
所
長
）
が
議
論
を
進
行
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
を
頂
き
、
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
誌
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
こ
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
契
機
と
し
て
引
き
続
き
破
壊
的
カ
ル
ト
を
巡
る
問
題
を
調
査
・
研
究
し
、
ま
た
令
和
五
年
に
施
行
さ
れ
た
消
費
者
庁

に
よ
る
「
法
人
等
に
よ
る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
に
関
す
る
問
題
等
を
考
え
る
た
め
に
、
今
後
も
当
研
究
所
で

は
専
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
調
査
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
、
当
大
会
は
本
宗
教
師
は
勿
論
の
こ
と
、
寺
族
、
檀
信
徒
に
も
門
戸
を
開
い
た
教
化
学
研
究
研
鑽
の
証
を
発
表
す
る
場
と
し
て

い
ま
す
。
宗
門
研
究
機
関
発
展
の
た
め
、
今
後
も
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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